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1.背景

1.1節 学習指導要領の観点から 

 高等学校の地理歴史科学習指導要領の目標において「歴史的思考力」を培うことの必要

性がうたわれていることを紹介した。 

1.2節 歴史総合の観点から 

 「歴史総合」がどのような経緯で作られることとなったのかという点に触れ、そこでも

思考力育成型の授業が求められている点を述べた。 

1.3節 大学入試改革の観点から 

 大学入試センターにおける大学入試改革では、「歴史的思考力」が問われることなどに

ついて述べた。また、先行実践で検討されていなかった生徒に「歴史的思考力」を育成す

るうえでより良いアプローチ方法を検討することを本研究の最終的な目的とし、そのため

に、「歴史的思考力モデル」を定義づけ、それを育成するための授業提案をすることとし

た。 

2.歴史的思考力について

2.1節 先行研究について 

 「歴史的思考力モデル」の定義づけにあたって、S.ワインバーグの４つの歴史的思考

と、宇都宮明子氏や小田中直樹氏の先行研究を整理した。 

2.2節 歴史的思考力モデルの定義 

３．基本学校実習Ⅰ・Ⅱにおける実践と成果 
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3.1節 基本学校実習Ⅰについて 

 基本学校実習Ⅰでは、授業見学等を中心とした実習校分析を行った。その結果、本研究

が実習校においても有意義なものであることを述べた。 

3.2節 基本学校実習Ⅱについて 

 基本学校実習Ⅱでは、高校２年生に世界史 Aの授業を行った。「歴史的思考力」を育成

するうえで、史資料を用いたワークの必要性を述べた。 

3.3節 基本学校実習を通じてのまとめ 

 基本学校実習全体の成果と課題についてまとめ、発展課題実習に向けての方向性を述べ

た。 

4.発展課題実習Ⅰにおける実践 

4.1節 発展課題実習Ⅰにおける目的と手法 

 前章の課題を基に、発展課題実習Ⅰにおける目的と手法について述べた。 

4.2節 授業実践について 

 高校２年生に世界史 Aの範囲で全２回行った授業実践について紹介した。 

4.3節 授業の分析について 

 前節の授業における成果と課題を生徒の記述から分析を行った。 

4.4節 発展課題実習Ⅰを通じてのまとめ 

 発展課題実習Ⅰ全体を通しての成果・課題をまとめ、発展課題実習Ⅱに向けての方向性

を述べた。 

5.発展課題実習Ⅱにおける実践 

5.1節 発展課題実習Ⅱにおける目的と手法 

 前章の課題を基に、発展課題実習Ⅱにおける目的と手法について述べた。 

5.2節 授業実践について 

 高校２年生に世界史 Aの範囲で行った全２回の授業について紹介した。 

5.3節 授業の分析について 

 前節に紹介した授業における成果と課題を生徒の記述から分析を行った。 

5.4節 発展課題実習Ⅱを通じてのまとめ 

 発展課題実習Ⅱ全体通しての成果・課題をまとめた。 

6.まとめ 

 本稿で述べてきたことを再度まとめ直し、本研究の成果と課題についてまとめた。成果

としては、「歴史的思考力」を提案した授業において育成することが出来た点、アンケー

ト調査から、全体の８６．２％（少数第４位四捨五入）もの生徒が、本実践を通して行っ

てきた、ワークの図式化や、思考ツールの方が考えやすいと回答した点を挙げた。一方課

題としては、発問の質の課題について、ワークの図式化や思考ツールを含んだ「歴史的思

考力モデル」の再考について挙げた。そして、最後に、単元ベースで「歴史的思考力」を

育成する必要性や、生徒の疑問を基に発問を作成することの可能性について言及した。 
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